
六
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和

七
年
度
定
期
総
会
を
も
っ
て
、
新
た

に
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
石
川

義
久
で
す
。
各
地
区
会
、
関
係
諸
機

関
・
団
体
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
青
少
年
の
健
全
育
成

に
お
力
添
え
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
も
多
く
、
ご
不
便
や
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
精
い
っ
ぱ
い
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
温
か
い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
容
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
減
少
、

九
人
に
一
人
が
貧
困
状
態
と
言
わ
れ
る
中
で
の
物
価
高
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
は
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
社
会
と
の
関
係
の
希
薄
化
は
避
け
ら
れ
な

い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
今
一
度
、

私
た
ち
地
域
の
力
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、育
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

新
た
な
決
意
を
胸
に

青
少
年
育
成
さ
い
た
ま
市
民
会
議
　
会
長
　
石
川
　
義
久

会長挨拶トピックス

緑区に「美園北地区会」誕生！
令和7年 5月 10日、これまで緑区
の美園小学校と美園北小学校の校区を
活動範囲としていた美園地区会が分離
し、美園北地区会が新設されました。
これにより、青少年育成さいたま市民
会議は、68地区会及び30関係諸機関・
団体で構成されることになりました。

青少年育成さいたま市民会議

68 地区会
30

関係諸機関
・団体

デ
ジ
タ
ル
版
で
は
表
紙
絵
や
写
真
を

カ
ラ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

「
力
い
っ
ぱ
い
お
イ
モ
ほ
り
！
」

�

さ
い
た
ま
市
立
桜
木
小
学
校　
５
年

�

齋
藤
　
航 

さ
ん



針
ヶ
谷
小
地
区
会
で
は
毎
年
七
月
に
「
七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
」

と
い
う
事
業
を
、
針
ヶ
谷
小
学
校
体
育
館
を
お
借
り
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。
折
り
紙
で
飾
り
を
作
り
、
願
い
を
書
い
た
短
冊
と
共

に
竹
を
彩
り
ま
す
。
竹
は
地
域
の
方
の
ご
厚
誼
に
あ
ず
か
り
、
事

業
当
日
の
朝
に
採
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
、

中
学
生
・
小
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
も
あ
り
、
大
い
に
賑

わ
っ
て
お
り
ま
す
。

秋
に
は
「
ふ
れ
あ

い
祭
り
」、「
ダ
ブ
ル

ダ
ッ
チ
」
な
ど
の
事

業
も
控
え
て
お
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
め
る
よ
う
に
、

地
域
に
愛
着
を
持
っ

て
健
や
か
に
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
に
こ

れ
か
ら
も
活
動
し
て

参
り
ま
す
。

浦
和
区
針は

り

ヶが

谷や

小し
ょ
う

地
区
会

地
域
の
皆
様
と
共
に

七夕の短冊作り

当
地
区
は
大
宮
駅
東
口
の
繁
華
街
を
抱
え
る
中
部
公
民
館
管
内

の
大
宮
小
学
校
・
芝
川
小
学
校
・
大
宮
東
中
学
校
・
第
二
東
中
学

校
の
四
校
の
子
ど
も
た
ち
と
、
日
頃
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

四
校
の
吹
奏
楽
部
の
合
同
発
表
「
四
校
音
楽
の
つ
ど
い
」、
い

じ
め
防
止
・
環
境
浄
化
の
た
め
の
標
語
募
集
及
び
看
板
設
置
、
大

宮
駅
東
口
か
ら
第
二
東
中
学
校
ま
で
の
駅
前
通
り
や
学
校
周
辺
の

清
掃
活
動
、
部
活
を
休
み
に
し
て
実
施
す
る
レ
ッ
ツ
・
ジ
ョ
イ

ン
！
ク
リ
ー
ン
活
動
、
夏
祭

り
な
ど
、
児
童
生
徒
と
地
域

の
方
々
と
の
交
流
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

学
校
生
活
を
通
し
て
地
域

を
知
り
、
地
域
の
住
み
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
通
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
学
び
、
成
長

し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

当
地
区
会
は
小
学
校
五
校
、
中
学
校
四
校
を
対
象
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
会
で
多
様
の
行
事
を
企
画
し
、
中
学
生
は
、
各
行
事
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

昨
年
七
月
に
は
、小
学
校
五
校
を
対
象
に
「
夏
休
み
工
作
教
室
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
十
分
程
度
で
作
成
で
き
る
夏

向
け
の
工
作
（
キ
ラ
キ
ラ
ボ
ト
ル
・
く
る
く
る
し
ゃ
ぼ
ん
玉
・
う

ち
わ
な
ど
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
会
場
は
各
コ
ー
ナ
ー
を
回
る

子
ど
も
た
ち
で
大
盛
況
。
で
き
た
作
品
を
得
意
気
に
見
せ
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

今
後
も
各
行
事
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
宮
区
中ち

ゅ
う

部ぶ

地
区
会

岩
槻
区
岩い

わ

槻つ
き

地
区
会

地
域
と
と
も
に
成
長
を
‼

当
会
は
内
野
地
区
が
誕
生
し
て
以
来
二
十
年
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
成
長
を
願
っ
て
、
行
政
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
公
民
館
、
自

治
会
な
ど
と
連
携
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
年
末
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
人
気
の
高
い
イ
ベ

ン
ト
が
、内
野
公
民
館
と
共
催
で
行
う「
し
め
飾
り
縄
作
り
」で
す
。

毎
年
十
二
月
の
イ
ベ
ン
ト
の
当
日
は
、
約
四
十
人
の
こ
ど
も
達
と

そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
に
、

事
前
に
ス
タ
ッ
フ
が
し
め

縄
作
り
に
使
え
る
よ
う
仕

上
げ
た
藁
を
配
り
、
マ
イ

し
め
縄
を
作
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
試
行
錯
誤
の
う
え

出
来
上
が
っ
た
し
め
縄
に

飾
り
を
付
け
て
完
成
と
な

り
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
は

完
成
し
た
し
め
縄
を
眺
め

て
に
っ
こ
り
し
ま
す
。

西
　
区
内う

ち

野の

地
区
会

わ
ー
い
！
マ
イ
し
め
縄
作
っ
た
ぞ
！

しめ飾り縄づくり

あいさつの標語看板

毎
年
恒
例
の
『
わ
く
わ
く
フ
ェ
ア
』、今
年
も
大
盛
況
で
し
た
！

構
想
十
年
の
縄
跳
び
大
会
は
、
記
録
会
と
選
手
権
の
二
本
立
て
。

子
ど
も
た
ち
は
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
し
、
応
援
に
も
熱
が
入
り

ま
し
た
。

今
年
は
地
元
の
小
・
中
学
校
と
連
携
し
、
中
学
生
が
ポ
ス
タ
ー

制
作
や
記
録
係
、
用
具
の
準
備
な
ど
運
営
面
で
も
大
活
躍
。
保
護

者
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み
、
外
で
は
豚
汁
や
お
汁
粉
の
ふ
る

ま
い
が
ふ
れ
あ
い
の
場

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
校
長
先
生
も
縄
跳
び

に
挑
戦
し
、
笑
い
と
拍

手
に
包
ま
れ
る
ひ
と
幕

も
。
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
、
世
代
を

超
え
て
笑
顔
と
温
か
さ

が
広
が
る
、ま
さ
に「
育

て
る
・
つ
な
が
る
」
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

見
沼
区
七な

な

里さ
と

地
区
会

愛
い
っ
ぱ
い
　
思
い
や
り
フ
ェ
ス
！

みんなで縄跳びに挑戦

辻
地
区
会
で
は
、
高
校
を
含
め
た
小
中
高
五
校
と
連
携
で
き
る

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
様
々
な
行
事
や
防
犯
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
連
携
事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
、
七
月
に
は
「
夏
休

み
お
も
し
ろ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」、
十
二
月
に
は
「
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
は
中
学
生

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営

に
携
わ
り
活
躍
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
」
の
最
終
演

目
で
あ
る
五
校
合
同
演
奏

の
迫
力
は
圧
巻
で
ぜ
ひ
鑑

賞
し
て
欲
し
い
で
す
。

他
に
も
大
人
向
け
自
転

車
教
室
、
お
正
月
遊
び
や

豆
ま
き
大
会
な
ど
を
独
自

に
開
催
す
る
な
ど
積
極
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

南
　
区
辻つ

じ

地
区
会

小
中
高
五
校
と
地
域
の
連
携

総勢 200 人近い五校合同演奏！

今
秋
、
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
原
山
小
は
大
規
模
改
修
工
事

中
で
、こ
こ
数
年
は
校
庭
が
半
分
ほ
ど
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、

「
七
夕
ま
つ
り
（
共
催
）」
や
「
夏
期
ラ
ジ
オ
体
操
」「
み
ん
な
で

あ
そ
ぼ
う
（
工
作･

昔
遊
び･

福
祉
体
験･

交
通
安
全
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
）」
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。「
は
ら
や
ま
音
楽
祭
」
で

は
原
山
小
金
管
バ
ン
ド
、
原
山
中
吹
奏
楽
部
、
地
域
の
音
楽
家
の

三
部
構
成
で
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
補
導
委
員
は
毎
月
第
３
金
曜
日
に
地
区
内
の
巡
回
活
動

を
行
い
、
暑
い
時
も
寒
い
時
も
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
実
施
し

ま
し
た
。
夏
季
巡
回
で
は
、
夜

七
時
か
ら
暑
い
中
、
育
成
会
員

の
参
加
者
と
共
に
数
回
ず
つ
当

番
に
入
り
、
回
っ
て
い
ま
す
。

当
育
成
会
は
学
校
と
協
力

し
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
行
事
を
通

し
て
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
で
の
学
び
を
伝
え
た
い
と

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

緑
　
区
原は

ら

山や
ま

地
区
会

協
力
を
得
て
様
々
な
行
事
を

「気を付けて」と巡回中！

キラキラボトルただ今作成中

行
事
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
交
流

こんな活動 やっていますこんな活動 やっています

岩槻区岩槻区

見沼区見沼区大宮区大宮区

中央区中央区

桜区桜区
浦和区浦和区

緑区緑区

南区南区

北区北区

西区西区

地域 の地域 の輪輪



これからの行事予定
11 月

青少年健全育成非行防止キャンペーン
各区で実施
12月 10日㈬

十日市青少年育成巡回活動
西区・北区・大宮区・見沼区
12月 12日㈮

十二日まち青少年育成巡回活動
桜区・浦和区・南区・緑区
12月 14日㈰

令和７年度「青少年の主張大会」
さいたま市産業文化センター
12月下旬 年末巡回活動
2月 21日㈯

青少年育成推進大会
さいたま市産業文化センター

1青少年の社会参加活動の推進を図る。1青少年の社会参加活動の推進を図る。
2青少年健全育成のための環境浄化活動の推進を図る。2青少年健全育成のための環境浄化活動の推進を図る。
3青少年健全育成・いじめ撲滅について市民啓発活動の3青少年健全育成・いじめ撲滅について市民啓発活動の
推進を図る。推進を図る。

4各地区独自の事業を充実させる。4各地区独自の事業を充実させる。

活動方針・重点目標
―伸びよう　伸ばそう　青少年―

令和７年度

令和７年度　青少年育成さいたま市民会議　組織一覧

○区内における地区会の連絡協調を目的として、各区連絡会が設置されています。（代表者は各区常任理事）
○専門事項の調査・立案・審議・執行のため、各委員会が設置されています。（括弧内は委員長名）
　運営委員会 （池田雅俊）　補導委員会 （利根川善次）　広報委員会 （宮島和宣）

地区会 （地区会長名） 関係諸機関・団体
西　区 指　扇　（矢那瀬春代）	 馬　宮　（木下國臣）	 植　水　（相川和子）

内　野●（小嶋順子） 4
□さいたま市立小学校校長会　（小野圭司）
□さいたま市中学校長会　（宮内和典）
●さいたま市ＰＴＡ協議会　（和田洋樹）
　さいたま市よい本を読む運動推進員会
　さいたま市民生委員児童委員協議会
　さいたま市自治会連合会
　（公社）埼玉中央青年会議所
　さいたま市老人クラブ連合会
　国際ロータリー 2770 地区第 1 グループ
　国際ロータリー 2770 地区第 2 グループ
　国際ロータリー 2770 地区第 3 グループ
　国際ロータリー 2770 地区第 4 グループ
　ライオンズクラブ国際協会 330 －Ｃ地区
　浦和警察署少年非行防止ボランティア連絡会
　浦和東警察署少年非行防止ボランティア連絡会
　浦和西警察署少年非行防止ボランティア連絡会
●大宮警察署少年非行防止ボランティア連絡会　（鈴木健司）
　大宮東警察署少年非行防止ボランティア連絡会
　大宮西警察署少年非行防止ボランティア連絡会
　岩槻警察署少年非行防止ボランティア連絡会
　さいたま浦和地区保護司会
　さいたま大宮地区保護司会
　さいたま岩槻地区保護司会
　さいたま浦和地区更生保護女性会
　さいたま大宮地区更生保護女性会
　さいたま中央地区更生保護女性会
　岩槻蓮田地区更生保護女性会
○さいたま市ボーイスカウト協議会　（井上久雄）
　さいたま市ガールスカウト連絡協議会
　さいたま市子ども会育成連絡協議会

北　区 植　竹●（蝦名るみ子）	 宮　原　（宮島和宣）	 大砂土　（鈴木健司）
日　進　（森田敏男） 4

大宮区
大宮南○（橋本正晴）	 中　部　（久世晴雅）	 大宮東　（佐伯加寿美）
氷　川　（波多野裕）	 桜　木　（西山幸代）	 三　橋　（新藤信夫）
大　成　（小野安史）

7

見沼区 大砂土東●（鵜沢　勇）	 春　岡　（田中秋弘）	 七　里　（佐々木崇）
片　柳　（山崎聡亮） 4

中央区 与野西　（吉野喜八）	 与野南　（町田守正）	 八王子中学校●（寺井正直）
与野東　（井上久雄） 4

桜　区 大久保●（土橋勇司）	 土　合　（向井義博）	 栄　和　（田澤　崇）
田　島　（深井利惠）	 新　開　（大貫　充）	 中　島　（田辺雄一） 6

浦和区
北浦和　（小宮秀昭）	 針ヶ谷小　（富岡大輔）	 仲　本　（芹澤妙子）
本太小●（田中喜代美）	 浦和高砂　（青山恭之）	 仲町小　（城嶋文雄）
常　盤　（志水　正）	 上木崎　（渋谷和男）	 木　崎　（金子　康）
岸町小　（篠﨑繁雄）	 大　東　（山崎徳平）

11

南　区
谷　田　（柴田菊子）	 南浦和　（奥田　堯）	 大谷場小　（小田　聖）
西浦和　（江添信城）	 別所小　（町田隆治）	 大谷場東　（会田耕吉）
　辻　　（池田雅俊）	 沼影小　（西井正憲）	 大谷口　（野口保仁）
文　蔵　（瀧澤昭治）	 浦和大里小●（萩原章弘）	 善　前　（本橋　修）

12

緑　区
三　室	 尾間木　（今井正樹）	 原　山　（桑原良子）
野　田	 大　門　（増田弘明）	 道祖土◎（石川義久）
美　園　（石田吉伸）	 美園北　（林　伸一）

8

岩槻区
岩　槻　（田口正信）	 柏　崎　（田中泰之）	 和　土　（佐藤行雄）
新　和　（大塚邦弘）	 川　通　（志賀録蔵）	 慈恩寺　（新井森夫）
河　合　（杉山和男）	 東岩槻●（平田あつし）

8

（敬称略）

◎会長　○副会長　●常任理事　□監事
令和７年 8 月現在

青
少
年
健
全
育
成
研
修
会

　

今
年
度
は
、
さ
い
た
ま
市
子
ど
も
・
青
少
年

政
策
課
長
で
あ
る 

髙
橋 

格 

様
に
講
演
を
依
頼

し
ま
し
た
。
子
ど
も
・
青
少
年
政
策
課
は
、
青

少
年
育
成
さ
い
た
ま
市
民
会
議
事
務
局
の
ほ

か
、
主
に
次
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
以
上
の
業
務
を
所
掌
す
る
担
当
課

長
と
し
て
の
経
験
を
踏
ま
え
、主
に
「
子
ど
も
・

青
少
年
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
」
及
び
「
第
三

期
さ
い
た
ま
市
子
ど
も
・
青
少
年
の
び
の
び
希

望
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
「
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
の

数
」、「
共
働
き
家
庭
」、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
き
、「
転
入

超
過
が
続
く
本
市
で
も 

少
子
化
対
策
は
喫
緊

の
課
題
」
で
あ
る
こ
と
、「
共
働
き
家
庭
の
増

加
に
対
応
し
た
『
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
』
の
ほ
か
、『
家
庭
内
の
家
事
・
育
児
の
分
担
』

や
『
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
推
進
』
も
課
題
」

な
ど
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
さ
い
た
ま
市
が

こ
れ
か
ら
重
点
を
置
い
て
取
り
組
む
施
策
と
し

て
位
置
付
け
た「
少
子
化
対
策
の
推
進
」と「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
」
の
ご
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ど
も
家
庭
庁
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
、「
こ
ど
も
大
綱
」
に
基
づ
き
、

政
府
全
体
で
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。
そ
れ
を
受
け
て

本
市
も
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
に

向
け
、
様
々
な
施
策
を
実
行
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
時
間
に
及
ぶ
ご
講
演
の
中
で
私
た
ち
青
少

年
育
成
さ
い
た
ま
市
民
会
議
が
、
大
切
に
し
て

い
る
体
験
活
動
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
ご
講
演
で
し
た
。

　

な
お
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
、
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
紙
面
の
関
係
で
一
部
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

【
参
加
者
よ
り
】

　

現
在
の
市
の
子
ど
も
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
伺
え
て
参
考
に
な
っ
た
。
各
家
庭
の
事
情
も

あ
る
と
思
う
が
、
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
し
て
も
ら
う
事
に
よ
り
、
心
豊
か
な
子

ど
も
た
ち
が
増
え
て
く
れ
る
と
良
い
と
思
う
。

�

（
地
区
会
か
ら
の
参
加
者
）

　

若
い
世
代
の
流
入
が
多
い
と
は
言
わ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
実
情
を
統
計
で
知
る
こ
と
が
出
来

た
。
施
策
の
説
明
を
ほ
ぼ
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
体
験
活
動
と
子
ど
も
の
心
の
成
長
の
関

連
性
は
興
味
深
か
っ
た
。

�

（
地
区
会
か
ら
の
参
加
者
）

　

数
字
に
な
ら
な
い
と
見
え
な
い
も
の
が
あ

り
、勉
強
に
な
っ
た
。と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ

た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
た
め
に
環
境
の
変
化
が

必
要
で
あ
り
、
親
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
少
し

ず
つ
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

た
。�

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
参
加
者
）

　
　
　
　
令
和
七
年
七
月
十
日
（
木
）

　
　
　
　
さ
い
た
ま
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル

さ
い
た
ま
市
子
ど
も
未
来
局
子
ど
も
育
成
部

子
ど
も
・
青
少
年
政
策
課
　
課
長

�

髙た
か

橋は
し

　
格い

た
る 

氏

開
催
日

会
　
場

講
　
師

「
さ
い
た
ま
市
の

�

子
ど
も
・
青
少
年
施
策
に
つ
い
て
」

演
　
題

●
「
さ
い
た
ま
子
ど
も
・
青
少
年
の
び
の
び
希
望
プ
ラ
ン
」

の
策
定
・
推
進

●
少
子
化
対
策
の
検
討
・
推
進
（
結
婚
支
援
な
ど
）

●
子
ど
も
の
社
会
参
画
推
進
事
業（
子
ど
も
が
つ
く
る
ま
ち
）

●
さ
い
た
ま
市
子
ど
も
・
青
少
年
希
望
基
金
の
管
理

●
「
二
十
歳
の
集
い
」（
旧
成
人
式
）
の
開
催

●
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
（
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
支
援
）

●
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
猿
花
キ
ャ
ン
プ
場
や
児
童
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営

●
い
じ
め
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
認
可
保
育
所
等
の
指
導
監
査�

な
ど


